



	プ

ロ

グ

ラ

ム
	日 程
	時間
	テーマ
	講師　（敬称略、2012/4/1現在）

	
	６

月

２

日

(土)
	12：30～

14：00
	子どものトラウマとその支援
	兵庫県こころのケアセンター

副センター長兼研究部長 　亀岡　智美

こころの診療部長　　奥山　眞紀子

	
	
	14：15～

15：45
	子どもの喪失体験とその支援
	国立成育医療研究センター　

こころの診療部長 　奥山　眞紀子

	
	
	16：00～

  17：30
	子どもの犯罪被害とその支援
	大阪医科大学看護学部看護学科

教授 　元村　直靖

	
	
	17：30～

  18：00
	講師による質疑応答

	
	６

月

３

日

(日)
	 9：30～

　 10：45
	阪神淡路大震災後の子どもの症状の経過
	神戸大学医学部附属病院

親と子の心療部　准教授 　北山　真次

	
	
	11：00～

12：15
	東日本大震災初期の精神科病棟での心理教育
	みやぎ心のケアセンター　

地域支援部長（精神科医） 　福地　成

	
	
	　　昼　 　食　　（各自でお取りください）　

	
	
	13：15～

14：45
	福島での心理教育の試み
	浜松医科大学児童青年期精神医学講座　

特任教授 　杉山　登志郎

	
	
	15：00～

  16：30
	大災害・大事件後の子どもへの支援
	長尾こころのクリニック

院長　 長尾　圭造
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災害・事件後の子どもの心の支援


～誰もが知っておくべき「子どものこころ」のケア～





東日本大震災では、多くの子どもと家族が長期にわたって日本全国に避難しています。子どもに携わる専門家には、被災地に赴かなくても、身のまわりでできる心理的支援はたくさんあります。


また、災害・事故・事件で必要な「こころのケア」は発生してから学ぶのでは遅すぎます。すべての子どもに関わる方々に、今、「子どものこころのケア」を学んでいただきたいと思います。　


明治安田こころの健康財団　研修事業部








期　　日：2012年 6月 ２日（土）・3日（日）


受講対象：子どもと家族の援助・支援に携わる全ての専門職、行政職、民間団体、ボランティアの方


定　　員：１20名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込み）※昼食は各自でお取り願います　


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　


（東京都豊島区高田3-19-10　03-3986-7021）


	ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車 徒歩約7分


主　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団 　





＜企画講師からのメッセージ＞


昨年の東日本大震災は、予想をはるかに超えた津波、原発事故など、未曾有の災害となりました。現地の被災者のみならず避難されている方々への長期の支援が必要になっています。


今回のような大災害の場合では、心理的支援（こころのケア）は、長期にわたって必要とされるとても重要な支援の一つです。


震災から一年が経った今、子どもの「こころ」の健康への危惧が高まっています。そこで、これまでの災害や事件を体験してきた専門家にこれまでの知見をご提供いただき、今後の支援に役立てることを目的に講座を開催することといたしました。


【国立成育医療研究センター　こころの診療部長　奥山　眞紀子】





子ども・専門講座1





　








